
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関す

る学習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さ

を理解し郷土を愛するモラルの高い児童・生徒の育成に取組むための実施計画を作成しま

したので、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

 

  平成２６年５月９日 

学校名 福井市東安居小学校     

校長氏名 前畠 勇         

１ 今年度の目標（学校の約束） 

①東安居地区の環境、地球環境について学習することで自然や地球を守ろうとする心と態度を育てます 

  ②学校で水や電気などの資源を大切に使い、節電・節水に努めます。 

  ③学校のごみを減らすためにごみの分別回収を行い、リサイクルに努めます。 

２ 取組内容 

① 環境学習 

 ・緑のカーテンに実る野菜類（ゴーヤ・ヘチマ）を育て、成長を観察をします。 

  ・雨水タンクの雨水の塩素高度を定期的に測ります。 

 

②  節電・節水の取組 

  ・「福井市東安居小学校環境方針」を教室に掲示し、更に、各クラスで考えた環境ＩＳＯ  

の取組のめあても掲示します。 

・環境委員会で作った節電・節水を呼びかける掲示物を校内に掲示し、全校に節電・節水   

を呼びかけます。また、環境委員会が定期的に校舎内を巡回します。 

  ・花壇の花や植物や農作物の水遣りには、雨水タンクの雨水を利用します。 

 

③  分別回収やリサイクル運動 

 ・「燃やせないごみボックス」を各教室に設置し、燃やせるごみと分別して回収します。 

  ・給食の時に、ストローの入っていた袋とパンの袋を集め、給食プラゴミとして分別回収します。 

  ・環境委員会で、毎週木曜日にエコキャップの回収を行い、公民館へ届けます。 

 ・生活委員会で、毎週木曜日にアルミ缶の回収を行い、公民館へ届けます。 

     



 

・新聞紙で作った「リサイクルボックス」を各教室と職員室に設置し、不要になった紙を資源とし   

て再利用できるようにします。 

 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載して下さい。） 

③の分別回収では、児童一人ひとりが、限られた資源の大切さを知り、自分たちの将来のために有用に

使用しなければならないことを理解する。（有限性・公平性） 

③のリサイクル運動では、家庭や地域とも連携しながら、不要になったものを再利用し有効に使う力を

身につける。（多面的） 



様式第２号                                                  （提出日）平成２７年１月２９日 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名 東安居小学校 

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

① 東安居地区の環境、地球環境について学習することで自然や

地球を守ろうとする心と態度を育てます。 

②  学校で水や電気などの資源を大切に使い、節電・節水に

努めます。 

  ③学校のごみを減らすためにごみの分別回収を行い、リサ

イクルに努めます。 

２ 取組内容 

① 環境学習 

 ・５年生が、緑のカーテンに実る野菜類（ゴーヤ・ヘチマ）を育て、成長を観察し

ました。また、その取組を“雨水ネットワーク”で発表しました。 

 

 

 

 

 

 

 

   〈ゴーヤとヘチマの苗植え〉 〈雨水を利用した水やり〉 〈理科の時間に観察・記録〉 

 

 

  

 

 

 

 

〈環境についての授業〉  〈緑のカーテン（８月）〉 〈緑のカーテンに実るゴーヤ〉 

 

②  節電・節水の取組 

  ・各クラスで考えた環境ＩＳＯの取組のめあてを掲示しました。 

・環境委員会で作った節電・節水を呼びかける掲示物を教室や手洗い場やトイレに

掲示しました。 

  ・花壇の花や植物や農作物の水やりには、雨水タンクの雨水を利用しました。 

 



 

 

〈各クラスの環境ＩＳＯ掲示物〉  〈節電の掲示物〉    〈雨水タンクの水を利用〉 

 

③分別回収やリサイクル運動 

 ・新聞紙で作った「リサイクルボックス」を各教室と職員室に設置し、不要になった紙を

資源として再利用できるようにしました。 

  ・環境委員会で、毎週エコキャップを回収しています。集まったエコキャップを公民館に

届け、世界の子どもを救う‘エコキャップ運動’に協力しています。 

  

   〈リサイクルボックス〉  〈環境委員会によるエコキャップ回収〉〈８６０個で１人分のワクチン〉 

 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点を取り入れたポイントを記載して下さい。 

③の分別回収では、児童一人一人が、限られた資源の大切さを知り、自分たちの将来のために有用に使

用しなければならないことを理解することができました。（有限性・公平性） 

③のリサイクル運動では、家庭や地域とも連携しながら、不要になったものを再利用し有効に使う力を 

身につけることができました。（多面的）） 

３ 

見
直
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 【具体的効果】 

① ５年生が理科や総合の時間に、大学の先生と一緒に、雨水で緑のカーテンに実る野菜を育てな

がら、正しいエコを考えることができました。さらに、地球温暖化の原因になっている二酸化

炭素から‘ライフサイクルアセスメント’という考え方も学ぶことができました。        

② 環境にやさしい学校にするために、節水、節電、ごみの分別の３つの取組を環境委員会が全校

に働きかけてきました。また、「ISOふり返り」も２ヶ月ごとに行ったことで、児童一人一人の

エコな生活をしようという意識がさらに高まりました。 

【改善点】 

・保護者にも、学校での取組を今まで以上に広めて、地域の環境に対する意識を高めていきたい。 

・エコキャップ回収のリサイクル活動も家庭に定着し、協力してくださる家庭が増えてきましたが、

最近は協力してくださる家庭が決まってきたので、目標達成が目に見える形で示すことで意欲的

に集めることができるようにし、協力していただける家庭を増やしていきたい。 


